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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1)連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第 3四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経営環境は、為替の急激な変動などによる海

外経済の下振れリスクはあったものの、全体としては国内外において緩やかな回復基調で推移いたしました。 

 このような状況のもと、金融ビジネスにおきましては海外向けＡＴＭ用メカコンポーネントを中心に伸長

し、流通ビジネスにおきましては、北米を中心とした海外向けＰＯＳが伸長いたしました。産業・公共ビジ

ネスにおきましては、中古車市場向けせりシステムを中心に表示システムが増加いたしました。サービスビ

ジネスにおきましては金融サービスを中心に、引き続き堅調に推移いたしました。以上の結果、連結売上高

は 75,232 百万円（前年同期比 12.1%増、8,142 百万円の増）となりました。 

 損益につきましては、金融ビジネス、流通ビジネスを中心とした売上高の増加に加え、全社を挙げた費用

の効率化、為替の円安基調などにより、連結営業利益は 1,421 百万円（前年同期比 2,642 百万円の改善、前

年同期は 1,221 百万円の損失）、連結経常利益は 1,663 百万円（同 2,933 百万円の改善、1,269 百万円の損

失）を計上いたしました。連結四半期純利益につきましても、上期において事業構造改善費用等を特別損失

として計上いたしましたが、営業利益の増加を主因に 478 百万円（同 1,620 百万円の改善、1,141 百万円

の損失）と、前年同期比で大幅に改善いたしました。 

 
①当第 3 四半期連結累計期間の概況                      

 2012年度 
第3四半期連結累計期間 

2012年４月１日～ 

2012年12月31日 

2013年度 
第3四半期連結累計期間 

2013年４月１日～ 

2013年12月31日 

前年同期比 

  売上高比(%)     売上高比(%)     増減率(%) 

売 上 高 67,090 100.0 75,232 100.0 8,142 12.1 

 国 内 53,753 80.1 55,000 73.1 1,246 2.3 

海 外 13,336 19.9 20,232 26.9 6,895 51.7 

営 業 損 益 △1,221 － 1,421 1.9 2,642 － 

経 常 損 益 △1,269 － 1,663 2.2 2,933 － 

特 別 損 益 △82 － △552 － △469 － 

四 半 期 純 損 益 △1,141 － 478 0.6 1,620 － 

2013 年度第 3四半期累計期間の平均為替レート：99.39 円/米ﾄﾞﾙ、16.25 円/中国元 
2012 年度第 3四半期累計期間の平均為替レート：80.01 円/米ﾄﾞﾙ、12.70 円/中国元 

 
 

（ご参考）当第 3 四半期連結会計期間の概況（直近 3 ヶ月） 

 

 2012年度 
第3四半期連結 

会計期間 

2013年度 
第3四半期連結 

会計期間 

前年同期比 

     増減率(%) 

売 上 高 22,126 26,410 4,284 19.4 

営 業 損 益 △318 1,042 1,361 － 

経 常 損 益 △39 1,421 1,461 － 

四 半 期 純 損 益 △153 873 1,027 － 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

富士通フロンテック(株)(6945)平成26年3月期　第3四半期決算短信

-2-



 ②セグメント別の概況 

 

   2012年度 
第3四半期連結累計期間 

2012年４月１日～ 
2012年12月31日 

2013年度 
第3四半期連結累計期間 

2013年４月１日～ 
2013年12月31日 

前年同期比 

   売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%)   増減率(%) 

報
告
セ
グ
メ
ン
ト 

金 融 ビ ジ ネ ス  25,026 37.3 29,769 39.6 4,743 19.0 

流 通 ビ ジ ネ ス  13,280 19.8 15,802 21.0 2,522 19.0 

産業・公共ビジネス 15,056 22.4 15,493 20.6 437 2.9 

サービスビジネス 12,668 18.9 13,277 17.6 608 4.8 

そ の 他 1,059 1.6 889 1.2 △169 △16.0 

計 67,090 100.0 75,232 100.0 8,142 12.1 

       

 営業損益  

 

 

 

 

 

営業損益  

 

 

 

 

 

前年同期比  

 

 

 

 

 

報
告
セ
グ
メ
ン
ト 

金 融 ビ ジ ネ ス  401 2,033 1,632 

流 通 ビ ジ ネ ス  △1,971 △884 1,087 

産業・公共ビジネス 380 305 △74 

サービスビジネス 873 825 △48 

そ の 他 △147 △19 127 

調 整 額 △758 △839 △81 

計 △1,221 1,421 2,642 

 

 従来は「金融ビジネス」、「流通ビジネス」、「産業・公共ビジネス」、「サービスビジネス」の 4つを報告セグメントと

しておりましたが、当第 3四半期より、報告セグメントに帰属しない「その他」を新設し、工機事業や福利厚生事業な

どを「その他」へ区分変更しております。また、従来各報告セグメントに配賦していた全社費用を配賦不能費として、

「調整額」に含めて開示いたします。 

 なお、過年度分について、当連結累計期間と比較可能となるよう組替え表示を行っております。 

 

当第 3 四半期連結累計期間における各セグメント別の概況は以下のとおりです。 

 
＜金融ビジネス＞ 

 金融ビジネスにつきましては、中国・北米市場向けを中心に、海外向けＡＴＭ用メカコンポーネント等

が大幅に伸長いたしました。さらに、国内向けＡＴＭおよび営業店端末が大口需要の展開などにより増加

いたしました。また、手のひら静脈認証システムにつきましては、セキュリティ需要の高まりに加え、新

たな分野への拡大を見せております。以上の結果、連結売上高は 29,769 百万円（前年同期比 19.0％増、

4,743 百万円の増）となりました。 

 損益につきましては、海外向けメカコンポーネントおよび国内金融ビジネスの売上高の増加や、原価率

改善への積極的な取り組みによる荒利益の増加を主因に連結営業利益 2,033 百万円となり、前年同期比で

は 1,632 百万円の増加となりました。 

  

（単位：百万円） 
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＜流通ビジネス＞ 

 流通ビジネスにつきましては、北米を中心とした海外向けＰＯＳが大幅に伸長したことに加え、ＲＦＩ

Ｄが国内外における利用分野の拡大により増収となりました。また、国内向けＰＯＳが堅調に推移したこ

とにより、連結売上高は 15,802 百万円（同 19.0％増、2,522 百万円の増）となりました。 

損益につきましては、海外向けＰＯＳおよび国内外向けＲＦＩＤの伸長が利益に貢献いたしました。さ

らに、前年度から継続的に取り組んでいる徹底したコストダウン、費用構造の見直し等を含む事業構造改

善の効果もあり、流通ビジネス全体での効率化が進んだ結果、前年同期比では 1,087 百万円改善いたしま

した。しかしながら、884 百万円の連結営業損失を計上しており、第 4 四半期でのさらなる改善を目指し

てまいります。 

 

 

＜産業・公共ビジネス＞ 

 産業・公共ビジネスにつきましては、中古車市場向けせりシステムを中心に表示システムが増加いたし

ました。一方、トータリゼータ端末の更改需要が端境期に差し掛かっていることにより、売上高が減少い

たしました。これらにより、連結売上高は 15,493 百万円（同 2.9％増、437 百万円の増）となりました。 

 損益につきましては、トータリゼータ端末の売上高の減少および関連する新システムの開発費が増加し

たことなどにより、連結営業利益は 305 百万円と前年同期並みとなりました。 

 

 

＜サービスビジネス＞ 

 サービスビジネスにつきましては、引き続き店舗向けＡＴＭサービスやＡＴＭアウトソーシングビジネ

スなどの金融サービスを中心に堅調に推移したことなどから連結売上高 13,277 百万円（同 4.8％増、608

百万円の増）となりました。 

 損益につきましては、継続的に費用の効率化に取り組んでいるものの、価格競争の激化による荒利益の

減少により、連結営業利益 825 百万円を計上し、前年同期並みで推移いたしました。  
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(2)連結財政状態に関する定性的情報 

 

 ①資産・負債・純資産の状況                             （単位：百万円） 

   2012年度 

連結会計年度末 

（2013年3月31日） 

2013年度 

第3四半期連結会計期間末  

（2013年12月31日） 

増 減 

   金 額 構成比(%) 金 額 構成比(%) 金 額 増減率(%) 

 流動資産 43,710 67.4 43,426 70.2 △284 △0.7 

 (現金及び預金等) (    2,148) (        3.3) (    4,881) (      7.9) (    2,732) (   127.2) 

 (受取手形及び売掛金) (   26,814) (       41.4) (   17,880) (     28.9) (  △8,934) (  △33.3) 

 (たな卸資産) (   12,240) (       18.9) (   16,696) (     27.0) (    4,455) (    36.4) 

 固定資産 21,120 32.6 18,411 29.8 △2,709 △12.8 

  資産合計 64,831 100.0 61,837 100.0 △2,993 △4.6 

 流動負債 26,748 41.3 22,632 36.6 △4,116 △15.4 

 (支払手形及び買掛金) (   15,352) (       23.7) (   14,888) (     24.1) (    △464) (   △3.0) 

 (短期借入金) (    3,749) (        5.8) (    1,264) (      2.0) (  △2,484) (  △66.3) 

 (未払金他) (    7,407) (       11.4) (    5,837) (      9.4) (  △1,569) (  △21.2) 

 固定負債 3,431 5.3 4,278 6.9 847 24.7 

  負債合計 30,180 46.6 26,911 43.5 △3,268 △10.8 

 株主資本 

その他の包括利益累計額 

少数株主持分他 

34,630 

△205 

225 

53.4 

－ 

0.3 

34,701 

△12 

237 

56.1 

－ 

0.4 

70 

193 

11 

0.2 

－ 

4.9 

 純資産合計 34,651 53.4 34,926 56.5 274 0.8 

 負債純資産合計 64,831 100.0 61,837 100.0 △2,993 △4.6 

        

 自己資本 34,425  34,689  263 0.8 

 自己資本比率 53.1%  56.1%  3.0%  
 

2013 年度第 3四半期末の為替レート：105.40 円/米ﾄﾞﾙ、17.35 円/中国元 
2012 年度末の為替レート：93.99 円/米ﾄﾞﾙ、15.14 円/中国元 

 

＜資産、負債、純資産の状況＞ 

 資産については、年度末の所要に対応した仕込増により、たな卸資産が増加したものの、前年度末に

集中した売上に係る受取手形及び売掛金を回収したことにより、2,993 百万円減少し、61,837 百万円と

なりました。 

負債については、短期借入金の返済を行ったことなどにより、3,268 百万円減少し、26,911 百万円と

なりました。 

純資産については、当期純利益の影響及び、為替の変動による為替換算調整勘定等、その他の包括利

益累計額が増加したことにより、274 百万円増加し、34,926 百万円となりました。自己資本比率は、有

利子負債を圧縮したことにより 56.1％と 3.0 ポイント増加となりました。 
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②キャッシュ・フローの状況                            （単位：百万円） 

 2012年度 

第3四半期連結累計期間 

2012年４月１日～ 

2012年12月31日 

2013年度 

第3四半期連結累計期間 

2013年４月１日～ 

2013年12月31日 

前年同期比 

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー 

（税金等調整前四半期純損失（△）） 

（減価償却費及びのれん償却額） 

（売上債権の増減額（△は増加）） 

（たな卸資産の増減額（△は増加）） 

（仕入債務の増減額（△は減少）） 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 

 

(           △1,352) 

(       3,351) 

(           10,178) 

(              262) 

(           △4,855) 

5,922 

 

(              1,111) 

(              2,968) 

(              9,394) 

(            △4,135) 

(              △912) 

6,320 

 

(            2,463) 

(            △383) 

(            △784) 

(          △4,398) 

(            3,943) 

397 

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー △3,122 106 3,228 

Ⅰ+Ⅱフリーキャッシュ・フロー 2,799 6,426 3,626 

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー △2,596 △3,921 △1,325 

現金及び現金同等物に係る換算差額 86 226 139 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 290 2,731 2,440 

    

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 1,894 2,137 242 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,184 4,868 2,683 

 

当第 3四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第 3四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、6,320 百万円のプラスとなりま

した。これは年度末の売掛債権の回収をすすめたこと、また、年度末の所要に対応した仕込の増加に

より、たな卸資産が増加したことが主要因であります。前年同期比では 397 百万円の収入増となりま

した。 

 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

投資活動によるキャッシュ・フローは、106 百万円のプラスとなりました。前年同期比では固定資産

購入の減少により、3,228 百万円の収入増となりました。 

 

その結果、営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フローを合わせたフリーキャッシュ・フロー

は 6,426 百万円のプラスとなり、前年同期比では 3,626 百万円の収入増となりました。 

 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

財務活動によるキャッシュ・フローは 3,921 百万円のマイナスとなりました。これは短期借入金の

返済が主要因であります。前年同期比では 1,325 百万円の支出増となりました。 

 

これらの結果、現金及び現金同等物の期末残高は 4,868 百万円と、前年度末からは 2,731 百万円増加

となりました。 
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(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 

 通期連結業績予想につきましては、平成 25 年 4 月 26 日に公表いたしました業績予想を据え置いており

ます。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 
（セグメント情報等） 

 

a. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 

当第 3 四半期連結累計期間（自 平成 25 年 4 月 1 日 至 平成 25 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

金融 

ビジネス 

流通 

ビジネス 

産業・公共 

ビジネス 

サービス 

ビジネス 

売上高 29,769 15,802 15,493 13,277 889 75,232 - 75,232 

営業利益又は 

営業損失（△） 
2,033 △884 305 825 △19 2,260 △839 1,421 

（注１）「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない事業セグメントであり、工機事業、従業員向け 

福利厚生事業等を含んでおります。 

（注２）営業利益又は営業損失の調整額△839 百万円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用

△839 百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究等の

戦略費用及び親会社のグループ経営管理・サポート機能に係る費用等であります。 

 

b.報告セグメントの変更等に関する事項 

 新しい事業運営体制の下、今後の事業戦略に沿った事業展開の経営管理体制が整ったことにより、当

第 3四半期より、経営成績の実態をより的確に把握することを目的に、当社グループの経営資源の配分

の決定及び業績を評価するための区分を変更しております。 

 従来は「金融ビジネス」、「流通ビジネス」、「産業・公共ビジネス」、「サービスビジネス」の 4

つの報告セグメントとしておりましたが、報告セグメントに帰属しない「その他」を新設し、「流通ビ

ジネス」から在外連結子会社 Fujitsu Frontech North America, Inc.における Network Media Solution 

Group 事業、「産業・公共ビジネス」から工機事業、電子ペーパー事業、国内連結子会社 ライフクリ

エイトを量的な重要性が減少したことから「その他」へ区分変更しております。 

 また、報告セグメントの事業をより適切に評価管理するために、当第 3四半期より、従来各報告セグ

メントに配賦していた全社費用を配賦不能費として、「調整額」に含めて開示しております。 

 

 

(5)重要な後発事象 

  該当事項はありません。 
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５．補足情報 

 

平成 26 年 3 月期（連結）                             （単位：百万円） 

 第１四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 

25 年 4 月～25 年 6 月 25 年 7 月～25 年 9 月 25年 10月～25年 12月 26 年 1 月～26 年 3 月 

売 上 高 20,336 28,485 26,410  

売 上 総 利 益 2,830 5,361 4,956  

営 業利益 又 は損失（△ ） △1,146 1,525 1,042  

経 常利益 又 は損失（△ ） △1,025 1,267 1,421  

税金等調整前四半期純利益   

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△1,243 933 1,421  

四半期純利益又は純損失（△） △914 519 873  

1 株当たり四半期純利益    

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△38 円 17 銭 21 円 70 銭 36 円 53 銭  

     

総 資 産 61,035 63,600 61,837  

純 資 産 33,640 34,201 34,926  

1 株 当 た り 純 資 産 1,393 円 87 銭 1,420 円 28 銭 1,450 円 45 銭  

営業活動によるキャッシュ・フロー  6,490 △2,542 2,371  

投資活動によるキャッシュ・フロー  △377 △12 496  

財務活動によるキャッシュ・フロー  △1,938 △393 △1,589  

現金及び現金同等物期末残高 6,365 3,412 4,868  

 

平成 25 年 3 月期（連結）                             （単位：百万円） 

 第１四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 

24 年 4 月～24 年 6 月 24 年 7 月～24 年 9 月 24年 10月～24年 12月 25 年 1 月～25 年 3 月 

売 上 高 19,858 25,105 22,126 33,430 

売 上 総 利 益 2,460 4,803 3,652 7,180 

営 業利益 又 は損失（△ ） △1,813 910 △318 3,578 

経 常利益 又 は損失（△ ） △1,972 743 △39 3,634 

税金等調整前四半期純利益   

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△1,972 731 △110 2,628 

四半期純利益又は純損失（△） △1,330 342 △153 1,542 

1 株当たり四半期純利益    

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△55 円 58 銭 14 円 30 銭 △6 円 40 銭 64 円 38 銭 

     

総 資 産 57,982 58,910 57,982 64,831 

純 資 産 32,759 33,112 32,979 34,651 

1 株 当 た り 純 資 産 1,359 円 28 銭 1,373 円 08 銭 1,367 円 37 銭 1,437 円 15 銭 

営業活動によるキャッシュ・フロー  6,468 △1,953 1,407 873 

投資活動によるキャッシュ・フロー  △964 △1,578 △579 △1,271 

財務活動によるキャッシュ・フロー  △2,916 1,045 △725 242 

現金及び現金同等物期末残高 4,446 1,938 2,184 2,137 
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